[bookmark: _GoBack]8　社会的ひきこもり対策事業

   ひきこもりの問題で悩んでいる家族に対して、相談の場や家族同士の交流の機会を設けることで家族の力量を高め、本人が社会復帰の第一歩を踏み出せることを目的に行います。

（1）思春期精神保健相談

  1. 医師による相談（担当医： 本谷 研司 医師・池田 幸司 医師・岡田 夕子医師）
	開催回数
	実人員
	延人員
	 
 

	12回／年
	14人
	17人
	


 
  2. 心理士による相談（担当者： 松本 行弘 心理士）
	開催回数
	実人員
	延人員
	  

	12回／年
	3人
	23人
	


 
3. 相談種別（延べ）
	訪問
	面接
	電話
	その他

	28人
	164人
	182人
	0人



（2）ひきこもりの子をもつ家族の交流会「ハートフルきらら」

	開催回数
	 参加者実世帯
	参加者延人員

	12回／年
	15世帯
	74人



（3）滋賀型地域活動支援センターの利用者数　　　（平成29年３月末現在）
	機　　関　　名
	管内利用者数

	「一歩」（平成21年４月１日事業開始）
〈定員5～15名〉
	6人
（甲賀市5人・湖南市1人）

	「輝」　（平成21年８月１日事業開始）
〈定員5～15名〉
	7人
（甲賀市5人・湖南市2人）



（4）滋賀の縁創造実践センター　甲賀モデル事業との連携
滋賀の縁創造実践センター甲賀モデル事業として、平成27年10月より甲賀・湖南ひきこもり支援『奏―かなで―』の取り組みが始まりました。
保健所では『奏―かなで―』や各機関と連携をしながら、この取り組みを進めています。
	会　議　名
	開催回数
	参加回数

	運営会議
	6回／年
	6回／年

	モデルケース会議
	11回／年
	11回／年

	アウトリーチ部会
	6回／年
	6回／年

	家族支援部会
	4回／年
(うち1回は学習会として開催)
	4回／年


参加：実践報告会　　平成29年2月22日（水）14時～16時　
甲南情報交流センター(忍の里プララ)


